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四
岡
崎
口

一
．
初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
と
蓬
左
文
庫

1

ー

徳
川
義
直
の
編
纂
書

・
蔵
書
｜

四
月
十
五
日
1
五
月
十
日

五
月
十
三
日
1
六
月
十

一日

二
．
初

代
藩
主
徳
川
義
直
と
蓬
左
文
庫

2

－
徳
川
義
直
と
そ
の
時
代
の
歴
史
書
を
中
心
に
｜

七
月
八
日
1
八
月
九
日

八
月
十
二
日
1
九
月
十
日

初
代
尾
張
務
主
徳
川
義

直

三

六

0
0
1五
O
）
は
、
慶

長

五

年

二

六

O
O）
十

一
月
二
八
日
に
、
徳
川
家
康
の
九

男
と
し
て
大
坂
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
は
石
清
水
八
幡
宮
の

澗
官
志
水
宗
清
の
娘
お
屯
の
方
（
の
ち
相
応
院
）
で
し
た
。

慶
長
八
年
に
甲
府
城
主
と
し
て
二
五
万
石
の
領
地
を
与
え
ら

れ
、
慶
長
十
二
年
に
兄
松
平
忠
吉
の
無
嗣
絶
家
の
あ
と
を
、
つ

け
て
、
初
代
尾
張
務
主
と
な
り
ま
す
。

元
和
二
年
（

一
六
一
六
）
の
徳
川
家
康
の
死
去
と
と
も
に
、

徳
川
義
直
は
尾
張
に
入
国
し
て
の
ち
、
家
臣
へ
の
領
地
給
与
、

法
令
の
制
定
、
入
鹿
池
・

木
津
用
水
の
造
成
に
よ
る
新
田
開

発
な
ど
、
尾
張
藩
政
の
基
礎
を
固
め
ま
し
た
。

ま
た
、
文
教
政
策
を
重
視
し
た
徳
川
家
康
の
影
響
を
、
つ
け

た
徳
川
義
直
は
、
学
問
を
好
み
、
儒
教
を
奨
励
し
、
学
者
た

ち
を
招
き
、
多
く
の
審
物
を
収
集
す
る
な
ど
、
尾
張
藩
の
学

問

・
文
化
の
面
で
も
基
礎
を
築
い
た
と
い
え
ま
す
。

蓬
左
文
庫
の
前
身
で
あ
る
、
尾
張
藩
の
御
文
庫
も
ま
た
、

初
代
藩
主
徳
川
義
直
が
、
父
家
康
の
没
後
に
そ
の
蔵
書
約
三

0
0
0冊
（
駿
河
御
譲
本
）
を
相
続
し
、
さ
ら
に
漢
籍
を
主

に
日
本
の
古
典
な
ど
も
積
極
的
に
収
集
し
た
も
の
が
基
礎
と

な
っ
た
の
で
す
。

徳
川
義
直
生
誕
四

O
O年
を
迎
え
た
本
年
前
期
の
展
示
は
、

「
初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
と
蓬
左
文
庫
」
と
題
し
て
、

二

回
に
わ
た
っ
て
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
資
料
の
中
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

－
徳
川
義
直
の
編
纂
害

・
蔵
書

駿
府
城
の
徳
川
家
康
の
も
と
で
十
七
才
ま
で
過
し
た
徳
川

義
直
は
、
父
家
康
の
学
問
好
き
の
影
響
を
う
け
、
早
く
か
ら

書
物
に
関
心
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
元
和
元
年
（

一
六

一
五）

七
月
に
、
十
六
才
の
義
直
は
、
大
坂
夏
陣
出
征
の
帰
途
に
京
都

で
二
人
件
二
四
五
冊
の
書
物
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
『
論
語

集
解
』
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
の
古
典
、
『東
鑑
」
な
ど
の

日
本
の
歴
史
書
を
中
心
に
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の

内
九
件
六

O
冊
が
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
和
三
年
に
は
、
徳
川
家
康
が
収
集
し
た
駿
河
文
庫
約

一

万
冊
の
う
ち
か
ら
約
三

O
O
O冊
が
義
直
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

金
沢
文
庫
旧
蔵
書
や
朝
鮮
古
活
字
本
な
ど
大
変
貴
重
な
書
物

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
義
直
の
蔵
書
は
非
常
に
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

徳
川
義
直
の
審
物
収
集
は
、
寛
永
年
間
（

一
六
二
四
1
四

三
）
に
も
っ
と
も
活
発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
中
国
で

出
版
さ
れ
た
新
刊
本
を
多
く
購
入
し
、
各
分
野
に
わ
た
る
中

国
の
古
典
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
数
は
少
な
い
な
が
ら
日
本

の
古
典
も
、
基
本
的
な
も
の
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
種
村
山
門
推
寺
、
角
倉
素
庵

・
平
次
父
子
、
金
地
院

崇
伝
、
林
羅
山
、
堀
杏
庵
な
ど
か
ら
徳
川
義
直
に
献
上
さ
れ

た
書
物
に
も
貴
重
な
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
経
歴
不

詳
の
種
村
を
除
け
ば
、
角
倉
は
じ
め
、
い
ず
れ
も
当
時
有
数

の
学
者

・
文
化
人
で
、
義
直
の
学
問
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
人
々
で
す
。

な
お
、
寛
永
年
聞
は
、
徳
川
義
直
が
、
編
集
事
業
に
本
格

的
に
着
手
し
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
収
集
し
た
書
物
と
、

堀
杏
庵
ら
側
近
の
学
者
ら
の
調
査

・
研
究
に
よ
っ
て
、
神
道
、

儒
学
、
歴
史
、
兵
学
、
徳
川
家
康
の
伝
記
な
ど
、
十
数
件
の

編
纂
蓄
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
川
義
直
が
死
去
し
た
際
の
蔵
書
は
、
約

一
万
九

0
0
0

冊
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
質
量
と
も
に
、
尾
張
藩
御
文
庫
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

A
V
徳
川
義
直
と
そ
の
時
代
の
歴
史
舎
を
中
心
に

徳
川
義
直
の
生
き
抜
い
た
時
代
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳

川
家
康
が
覇
権
を
勝
ち
得
た
の
ち
、
江
戸
幕
府
の
創
設
、
大

坂
の
陣
に
お
け
る
豊
臣
氏
の
滅
亡
と
続
き
、
戦
国
期
以
来
の

激
動
の
名
残
り
が
残
る
時
代
で
し
た
。
徳
川
氏
に
よ
る
新
体

制
確
立
の
た
め
、

一
門
の
有
力
大
名
と
し
て
義
直
に
期
待
さ

れ
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
、

将
軍
機
力
の
確
立
を
め
ざ
す
三
代
将
軍
徳
川
家
光
と
の
緊
張

関
係
を
生
ん
だ
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

他
方
、
徳
川
義
直
は
、
初
代
尾
張
帯
主
と
し
て
、
名
古
屋

城

・
同
城
下
町
建
設
、
家
臣
団
の
組
織
、
領
国
統
治
の
枠
組

な
ど
、
尾
張
滞
制
の
基
礎
を
固
め
、
後
世
帯
祖
と
仰
が
れ
た

存
在
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
義
直
の
事
績
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
伝
記
や
歴
史
書
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
義
直
の

生
き
た
時
代
を
描
い
た
歴
史
書
も
加
え
て
、
蓬
左
文
庫
所
蔵

資
料
の
な
か
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

2 
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司
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れ
5
4
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色
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J
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f
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名古屋市蓬左文庫出版物のご案内
名古屋市蓬左文庫では、下記のような出版物を刊行しております。研究調査の一助として、どうぞご利用くだ

さい。出版物は、蓬左文庫窓口で販売しております。また、 一部絵図類を除き、郵送でもお買い求めいただけま

す （現金書留利用の先払）。その場合、代金のほか、送料が別途必要となります。また、在庫僅少のものもあり

ますので、 くわしくは、前もって下記にお問い合わせください。

( 1 ）所蔵資料図録 ・解題 ・目録

11¥ j仮 物 名 販売価格｛円） 内 容

蓬左文庫図録 1, 5 0 0 代表的な政担ーなど80点の図版・解説。カラー図版25点。
普本j符題図録 I～3 （分売可） 各30 0 代表的な蔵官の解題（I斗黒図版付）。（ 1 ）和由30種。（ 2）淡籍37稜。

( 3）奈良 ・平安時代成立 （鎌倉～江戸WJ写）の古典30種。
名古屋市蓬左文庫図｛~）＇分類目録 4, 0 0 0 所蔵資料のうち、昭和 25年以前受入の国自努iを収録。
名古屋市蓬左文庫i集結f分類目録 3, 5 0 0 所蔵資本｜のうち、昭和 25年以前受入の漢籍－準j築籍類 o:vi鮮本合）を収録。
名古屋市蓬左文庫古文相古絵図 2, 5 0 0 所政資料のうち 、 古文約・ ． 古絵図およひ‘小笠原家伝~~： . 山田千略旧政担：： . 
目録 小酒井不木文庫 ・ i羊i~l：を収録。
尾崎コレクション目録 I～3 各 1,5 0 0 尾崎久弥｜目減ru:目録。 (1)i西落本 ・滑稽本など江戸文学中心、約4,400 
（分売可） 点を収録。（ 2）明治以降の活字本など約5,000点を収録。（ 3）複製本・

展観目録・雑誌など約 5,000点を収録。
郷田文庫政｛！，：：El録 5 0 0 i半島の折r:m家寄託文庫の目録。国学 ・和歌関係など約 1,050点を収録。
Wt江！長次郎旧蔵1~：：・目録 5 0 0 地元の教育者蟹江！蛮次郎氏旧蔵書目録。和i;1::.1英絡など約3,200点を収録。
雑1~重良旧蔵書目録 5, 0 0 0 地元の手rr歌約収集 ・ 研究家幸1m重良氏旧蔵｛~：目録。 約 18, 000点を収録。

( 2 ）名古屋叢型：（正編、続編は索引をのぞき品切です）

名古屋放ill：三編（分売可）

1
2
3
4
5
6
7
 

尾i炭徳川家系諸

尾務世紀上

尾滞世紀下

士林訴泊続編

尾猿年中行事絵抄上

尾日長年中行事絵抄 中

尾張年中行事絵抄下

8 張州年中行司H：少・尾張俗諺・

尾張童謡集

9 松i務梓鐙（抄）上

10 松協梓~（抄） 下
11 楽務筆叢・十虫II是郷言

12 葎の1商諸家雑談・家事雑識

13 天保令記抄本

14 金明録

15 尾張方言 ・水かはり［ほか］

16 横井也有全集上

17 横井也有全集中

18 ( 1）横井也有全集下（ 1 ) 
18 (2）横井也有全集下（ 2) 

19 物品被名 ・問拾迂t.乙米本草

会物品目録・泰西本草名疏

名古屋叢啓三編総目録・索引

名古屋J陸作 （正編）総目録－索ヲ！ ｜

名古屋叢書続編索引 ｜ 

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
u
n
U
 

内

J
n
u
o
o

市

E
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’EA各

き
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が

不
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市
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j

 

庫

送

文

郵

包

一左

（

清
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製

d
z
n
h災

そ

一屋

匹

）

一古
鋲
地

3
一名
主
古

｜各3.o o o I各巻内容は下記参照

尾張徳川家とその分家の系譜を収録。

幕末の尾張務士阿部直輔による尾張百年の通史。（上巻）本文全文収録。（下巻）不11夜
資料「御年寄勤務年表Jほか参考資料を収録。

慶長5年～元禄6年の尾張滞士の系譜集「士林保泊Jの続編。
江戸時代の尾張で見られた年中行事を絵と文章で記録したもの。 l～8月は山力種
信、9月は小III切森江作 (10月以降米発見）。束洋文庫所蔵本のi店長印と観主lj。（上巻）
森之部正月～ 3月） －夏之部 （4月）収録。（中巻）夏之部（ 5・6月）収録。（下巻）
秋之部（ 7～9月）収録。

「狼州年中行事紗j一明和Jmの尾張の年中行事の記録。「尾張俗諺J－究永～天保の
！主張ことわざ集。「尾張童謡集」一こどものあそび ・わらべうたを集めたもの。
「金城温古録」の著者奥村得義の｜胞佳から、尾張関係部分を抄出したもの。（上巻）
近世初期の尾援と尾猿許証に｜刻する記述。（下巻）幕末の世相 －風俗などの記録中心。
尾猿落書物奉行を勤めた河村秀穎の随筆等。
ljfj倫堂篤学細野安斎が間容を記録したものと身辺の事柄を記録したもの。

「尾張志jの編者深田正問が主催した「天保会Jの記録を網II野安斎が抄出。
日力種信の日記。「絞殺庵日記Jの名で知られ、江戸後期の尾恨の風俗を活写。
名古屋 －尾張の方言資料6編を収録。付 ：「江戸時代の名古屋方言索引j
尾張の俳人横井也有の著作集。（上）発句続・和歌筋。「ありづかJほか。

。 （中）俳文節 ・俳論俳話筋。「務衣」ほか。
。 （下 1）連句信i.淡詩文問。「木のみ能」ほか。
。 （下2）狂歌信i.談義姉・伝記資料約・追加筋・参考筋。

水谷豊文著の和i英博物学名鑑「物1¥11識名Jなど、尾張本草学を代表する 4編を収録。
カラー図l仮26p。

総目録、三編だより 、士林却下掴続編家別人名一覧、総索引。

2' 000 ｜名古屋殺件全25巻（品切）の索引、総目録、名古屋抜作だより 。
700 ｜名古屋i能性続編会20巻（品切）の総索引。

「続日本紀jはじめ収蔵資料の絵はがき。カラー 6枚入り 。
初代尾張務主徳川義直の政f志向l 「御本J 印J~；をかたどった印半IJ型{I)：鋲。
1）尾府名古屋図 3）名古屋図 5）尾張区I6）愛t＇郡東 7）愛智郡西 8）春日井郡
9）知多郡 10）熱田 11 ）ナi羽郡 13）海西郡 14 ）中島~nl 15) ~従来郡。 B全半Jj 。

お申し込み・お問い合わせ先… （052)953-2173 名古屋市蓬左文庫
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・展示室 初代藩主徳川義直と蓬左文庫 1
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熱
田
町
民
と
連
歌

み
つ
汐
の
入
江
や
谷
の
秋
の
声

紹
巴

『富
士
見
道
記
』

室
町
・

戦
国
期
の
熱
田
は
、
都
と
東
国
を
往
還
す
る
道
筋

に
あ
た
り
、
同
地
の
社
家

・
僧
侶
の
な
か
に
は
当
時
流
行
の

連
歌
を
た
し
な
む
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
東
西
を
往

来
し
た
連
歌
師
が
、
熱
田
社
参
詣
の
つ
い
で
に
招
か
れ
て
、

連
歌
会
が
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
た
。
比
和
慰
靴
宗
長
（

一
四
四

八
i
一
五
一三

二
、
宗
牧
（

一
五
四
五
没
）
、
紹
巴
（

一
五
二

四
1
一
六
O
二
）
ら
の
紀
行
文
な
ど
に
、
そ
の
記
事
が
み
ら

れ
る
。

旅
す
る
連
歌
師
た
ち

宗
長
は
、
大
永
六

・
七
年
（
一
五
二
六

・
七
）
の
両
度
熱

田
を
訪
れ
、
六
年
に
は
旅
宿
先
の
滝
の
坊
で
連
歌
会
が
開
催

さ
れ
、
織
田
筑
前
｛
寸
良
頼
や
判
官
ら
が
参
加
し
た
。
翌
七
年

も
同
じ
く
宿
坊
の
滝
の
坊
で
連
歌
会
が
開
催
さ
れ
、
坂
井
摂

津
守
村
盛
ら
が
参
加
し
た
（
『宗
長
手
記
」
な
ど
）
。
滝
の
坊

は
、
現
在
滝
之
寺
（
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
町
）
と
称
さ
れ

て
い
る
が
、
当
時
の
住
職
良
温
は
連
歌
の
愛
好
者
と
し
て
有

名
と
な
る
。

宗
牧
の
場
合
は
、
天
文
十

一
・
三
年
（

一
五
四
二

・
四）

の
両
度
に
熱
田
を
訪
れ
、
十

一
年
に
は
滝
の
坊
を
訪
れ
て
い

る
（
「
宗
牧
句
集
」
）
。
十
三
年
に
も
滝
の
坊
で
連
歌
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
熱
田
大
宮
司
千
秋
季
光
が
戦
死
し
た
直
後
で

開
催
を
遠
慮
す
る
宗
牧
に
対
し
て
、
織
田
信
秀
が
連
歌
会
開

催
を
勧
め
た
結
果
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
『東
国
紀
行
」
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
宗
長

・
宗
牧
の
時
代
の
熱
田
に
お
け
る

連
歌
会
の
参
加
者
は
、
滝
の
坊
を
は
じ
め
と
し
た
僧
侶

・
社

家
の
ほ
か
は
、
清
須
三
奉
行
の
一
人
織
田
筑
前
守
や
小
守
護

代
坂
井
摂
津
守
村
盛
と
い
っ
た
上
級
武
士
の
名
し
か
挙
が
つ

て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
紹
巴
の
永
禄
十
年

（一

五
六
七
）
の
熱
田
へ

の
旅
と
な
る
と
、
状
況
が
か
な
り
変
化
し
て
く
る
よ
う
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
宗
長
と
同
じ
く
滝
の
坊
を
旅
宿
と
し
た
り
、

八
月
五
日
に
座
主
御
坊

（熱
田
神
宮
寺
座
主
、
明
治
維
新
で

廃
絶
）
、
七
日
に
法
花
堂
本
遠
寺

（熱
田
区
田
中
町
）
、
十
二

日
に
熱
田
社
社
僧
嘉
祐
と
行
者
持
宝
坊
、
十
三
日
に
阿
波
手

の
森
門
前
の
妙
勝
寺
と
い
う
具
合
に
、
僧
侶
た
ち
に
よ
る
連

歌
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
点
は
、
前
代
と
変
わ
ら

p
h

、。

ふ
’
匂
しし

か
し
、
七
月
末
に
紹
巴
が
知
多
郡
大
野
か
ら
熱
田
に
急

ぎ
赴
い
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
「
来
相
（
時
宗
の
僧
侶
）

ば
か
り
い
ざ
な
ひ
て
熱
田
に
入
て
。
急
げ
る
は
。
加
藤
全
朔

駿
河
へ
下
り
け
る
を
。
延
引
し
て
の
会
と
て
。
度
々
む
か
ひ

の
あ
れ
ば
也
。
」
と
あ
っ
て
、
熱
田
の
加
藤
全
朔
が
駿
河
行

き
を
延
期
し
て
で
も
連
歌
会
を
開
催
し
よ
う
と
紹
巴
を
熱
心

に
招
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
加
藤
全
朔
は
、
海
上
交
易
も
営

む
豪
商
で
、
熱
田
の
有
力
町
民
と
し
て
知
ら
れ
る
。
紹
巴
が
、

僧
侶

・
社
家
だ
け
で
は
な
く
、
熱
田
の
町
民
の
招
き
も
う
け

て
、
熱
田
を
訪
れ
た
点
に
注
目
し
た
い
。

加
藤
全
湖
と
連
歌

熱
田
の
加
藤
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
加
藤
景
膝
の
子
孫

と
伝
え
ら
れ
、
景
繁
の
子
、
順
光

（一

五
四
七
没
）

・
延
隆

（
法
名
全
朔
、

一
五
七

一
没
）
兄
弟
の
代
に
東
西
両
家
に
分

か
れ
て
海
上
交
易
や
金
融
業
を
営
む

一
方
で
、
漁
村
が
点
在

す
る
海
浜
部
に

一
族
の
屋
敷
や
寺
院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

道
路
を
整
備
し
、
町
並
み
を
造
成
す
る
な
ど
、
熱
田
の
町
が

将
来
発
展
す
る
基
礎
を
築
い
た
。

西
加
藤
家
の
家
祖
と
な

っ
た
全
朔

（延
隆
）
は
、
熱
田
の

西
よ
り
の
海
岸
、
大
瀬
子
浦
に
屋
敷
を
構
え
た
が
、
同
地
は

の
ち
に
「
城
之
内
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
「
城
」
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
堀

・
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
屋
敷
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。
屋
敷
周
辺
に
住
む
漁
民
た
ち
は
、
全
朔
の
営
む
海

上
交
易
に
も
動
員
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
尾
張
の
支
配
者
織
田

信
秀

・
信
長
父
子
に
も
接
近
し
て
商
売
上
の
特
権
を
保
証
さ

れ
る
と
と
も
に
、
織
田
氏
の
熱
田
支
配
に
協
力
し
て
い
る
。

し
か
し
、
永
禄
十
年

（一

五
六
七
）
当
時
、
信
長
と
駿
河
の

今
川
氏
真
は
敵
対
関
係
に
あ
り
、
そ
の
状
況
の
中
で
全
朔
が

駿
河
へ
赴
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
織
田
氏
の
支
配

の
枠
に
縛
ら
れ
な
い
豪
商
と
し
て
の
活
動
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

加
藤
全
朔
は
、
早
く
か
ら
連
歌
を
愛
好
し
て
い
た
よ
う
で
、

熱
田
社
に
奉
納
さ
れ
た
連
歌
作
品
の
う
ち
で
、
天
文
十
五

・

六
年
（

一
五
四
六

・
七
）
、
永
禄
三
年

（一

五
六

O
）
、
永
禄

四
年
、
永
禄
六
年
の
連
歌
作
品
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
と
く

に
、
最
も
早
い
「
天
文
十
五

・
十
六
年
千
句
」
で
は
、
延
隆

の
名
で
第

一
の
百
韻
の
発
句
を
詠
ん
で
お
り
、
当
連
歌
会
の

亭
主
（
出
資
者
）
と
い
う
べ
き
役
割
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

連
歌
会
に
は
、
前
述
の
滝
之
坊
住
職
良
温
や
熱
田
社
社
僧
嘉

祐
ら
が
参
加
し
て
い
る
ほ
か
に
、
全
朔
の
長
男
資
景
（
景
隆
）

や
次
男
元
隆
の
名
も
み
え
て
い
る
。

加
藤
全
朔
は
、
「
近
年
連
歌
数
奇
他
に
異
な
り
、
源
氏

・

狭
衣
広
学
に
堪
へ
ず
、
安
得
に
及
ぶ
べ
き
は
何
ぞ
哉
」
と
、

近
年
連
歌
に
熱
中
し
て
い
る
が
、
連
歌
の
教
義
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
「
源
氏
物
語
」
「
狭
衣
物
語
」
を
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
何
か
手
軽
に
学
べ
る
参
考
書
は
な
い

か
と
探
し
て
い
た
と
い
う
。
尾
張
の
連
歌
師
岡
田
堅
（
賢
）

桃

（一

四
九
回
生
）
は
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
永
禄
六

年

（一

五
六
三）

に
堺
で
「
連
歌
寄
合
」
（
恵
俊
著
、
連
歌

作
法
書
）
を
見
つ
け
、
全
朔
の
た
め
に
書
写
し
た
と
、
祐
徳

稲
荷
神
社
所
蔵
中
川
文
庫
本
「
連
歌
寄
合
」
の
奥
書
に
記
し

て
い
る
。
こ
の
史
料
を
紹
介
さ
れ
た
辻
村
全
弘
氏
は
、
さ
ら

に
、
全
朔
の
作
句
に
は

『源
氏
物
語
』
の
面
影
を
詠
じ
て
い

る
も
の
が
み
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
注）

し
た
が

っ
て
、
加
藤
全
朔
の
連
歌
愛
好
は
、
賢
桃
と
親
交

の
あ
っ
た
、
都
の
連
歌
師
た
ち
、
宗
牧
や
紹
巴
な
ど
に
広
ま

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
連
歌
を
愛
好
し
た
熱
田
町
民

は
全
朔

一
人
に
と
ど
ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
、
次
節
に
紹
介

6 



す
る
と
お
り
で
あ
る
。

紹
巴
と
熱
田
町
民

加
藤
全
朔
の
兄
、
東
加
藤
家
の
順
光
は
早
く
に
亡
く
な
っ

た
が
、
そ
の
子
図
書
助
順
盛
（
法
名
順
政
、

一
五
四
四
1
八

八
）
は
、
熱
田
の
束
の
精
進
川
口
の
中
島
、
「
羽
城
」
を
購

入

・
開
発
し
て
、
屋
敷
と
し
た
。
江
戸
期
の
絵
図
に
も
、
屋

敷
の
ま
わ
り
に
堀

・
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。
羽
城
の

一
角
に
あ
る
「
舟
津
」
は
、
舟
の
出
入
り
す
る

港
と
な
っ
て
い
た
。
紹
巴
も

『富
士
見
道
記
』
に
、
「
（
八
月
）

十
八
日
。
大
高
城
よ
り
水
野
防
州
（
周
防
守
）
迎
舟
を
加
藤

庭
に
を
し
入
た
り
。
図
書
助
の
舟
二
般
な
ら
べ
た
る
に
」
と
、

屋
敷
に
直
接
舟
で
出
入
す
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。

「
（八
月
）
四
日
に
は
加
藤
図
書
助
（
順
盛
）
の
新
地
の
構

え
ま
で
。
海
堀
上
た
る
松
陰
ち
か
く
有
て
。
出
入
汐
は
や
き

所
な
れ
ば
」
と
、
紹
巴
は
加
藤
順
蝶
が
新
た
に
構
え
た
羽
城

の
屋
敷
を
訪
れ
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
句
を
詠
ん
で
い
る
。

お
そ
ら
く
、
叔
父
加
藤
全
朔
も
参
加
し
た
連
歌
会
が
開
催
さ

れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
ろ
う
か
。
東
西
両
加
藤
家
を
挙
げ
て
、

紹
巴
を
招
い
て
の
連
歌
会
開
催
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
の
ち
、
加
藤
全
朔
が
駿
河
へ
出
発
し
た
た
め
、
甥
順
盛

が
代
わ
っ
て
、
紹
巴

一
行
の
接
待
や
、
近
隣
に
赴
く
際
の
送

迎
を
世
話
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

加
藤
氏

一
族
の
も
て
な
し
ぶ
り
は
華
や
か
で
、

『富
士
見

道
記
』
の
な
か
で
も
際
立
っ
て
い
る
が
、
紹
巴

一
行
を
も
て

な
し
た
熱
田
町
民
は
加
藤
氏

一
族
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

（八
月
）
九
日
に
は
竹
田
小
兵
衛
と
て
去
年
昌
似
か
り

の
宿
を
も
せ
し
人
な
り
。
庭
に
葛
茂
ら
せ
。
山
ざ
と
び

た
る
所
に
て
。

真
葛
は
ふ
庭
に
松
虫
声
も
か
な

八
月
九
日
に
紹
巴
が
宿
泊
し
た
竹
田
小
兵
衛
宅
は
、
昨
年

永
禄
九
年
に
、
紹
巴
の
娘
婿
里
村
昌
叱
も
宿
泊
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
と
い
う
。

竹
田
氏

一
族
も
戦
国
期
熱
田
の
有
力
町
民
で
あ
り
、
熱
田

川
凶

れ
九
の
‘

幡
屋
に
あ
っ
た
地
蔵
院

ご
＝
二

七
創
建
）
を
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
に
岡
田
中
に
移
転
再
興
し
た
と
の
由
絡
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
天
正
二
十
年

（一

五
九
二）

の

『熱
田
村
領

大
宮
司
千
秋
家
持
分
屋
敷
方
色
成
方
地
子
方
納
帳
』（
熱
田

神
宮
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
田
中
の
竹
田
小
兵

（衛
）
は
、
色
成

三
八
O
文
を
千
秋
大
宮
司
家
へ
納
め
て
い
る
。
ま
た
、
天
正

十
九
年
の
史
料
で
も
田
島
口
に
田
を
所
持
し
て
お
り
、
竹
田

小
兵
衛
は
か
な
り
の
土
地
持
ち
で
あ
っ
た
。日日
叱
・
紹
巴
を

宿
泊
さ
せ
た
小
兵
衛
本
人
か
、
あ
る
い
は
近
親
者
で
あ
ろ
う
。

同
じ
熱
田
の
市
場

・
中
瀬
の
両
町
に
も

一
族
が
す
ん
で
お
り
、

「
紙
屋
」
と
い
う
屋
号
を
も
っ
富
裕
な
・商
人
の

一
族
で
あ
り
、

熱
田
の
町
を
代
表
す
る
有
力
町
民
と
い
え
る
。
紹
巴
の
記
事

に
も
、
町
並
み
の
中
で
、
葛
を
茂
ら
せ
た
庭
を
も
ち
、
山
里

め
い
た
風
情
を
た
た
え
る
竹
田
小
兵
衛
宅
は
、
い
か
に
も
趣

味
豊
か
な
富
裕
な
町
民
の
住
居
の
線
子
が
し
の
ば
れ
る
。
紹

巴
は
、
前
年
に
訪
れ
た
娘
婿
昌
叱
か
ら

・
竹
田
小
兵
衛
は
じ

め
熱
田
町
民
た
ち
の
連
歌
愛
好
の
様
を
詳
細
に
聞
か
さ
れ
て

い
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

熱
田
町
民
か
ら
歓
待
を
、
つ
け
た
紹
巴

一
行
も
、
よ
う
や
く

熱
田
を
出
発
す
る
日
が
近
づ
き
、
名
残
り
の
宴
が
も
た
れ
る
。

又
山
崎
城
よ
り
玉
林
斎
来
た
り
給
へ
り
。
力
を
え
て
安

堵
せ
り
。
浅
井
四
郎
左
衛
門
な
ど
酒
も
た
せ
て
夜
を
深

し
ぬ
。

こ
の
浅
井
氏
も
、
熱
田
の
有
力
町
民
で
あ
る
。
須
賀
の
町

の
浅
井
杏
庵
家
が
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
紹
巴
に
酒
を
贈
っ

た
四
郎
左
衛
門
は
、
中
瀬
に
居
住
す
る
中
瀬
浅
井
家
四
代
当

主
四
郎
左
衛
門

（一

五
七
六
没
）
と
思
わ
れ
る
。
浅
井
氏
は
、

熱
田
町
民
と
し
て
室
町
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
、
最
も
古
い
由

緒
を
誇
る

一
族
で
あ
る
。

加
藤
・
竹
田
・
浅
井
氏
と
、
当
時
の
有
力
熱
田
町
民
が
連

歌
師
紹
巴
を
歓
待
し
、
連
歌
会
を
開
催
す
る
。
前
代
の
宗

長

・
宗
牧
の
熱
田
訪
問
に
際
し
で
も
、
彼
ら
と
交
際
し
た
町

民
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
ら
の
記
録
に
は
記
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
紹
巴

・
昌
叱
に
は
連
歌
愛
好
の

熱
田
町
民
の
姿
は
、
魅
力
あ
る
存
在
と
映
っ
た
に
ち
が
い
な

ぃ
。
連
歌
愛
好
と
い
う
面
を
と

っ
て
も
、
十
六
世
紀
後
半
に

入
っ
て
、
熱
田
町
民
の
台
頭
が
み
ら
れ
る
点
で
、
港
湾
都
市

熱
田
町
民
の
経
済
的
成
長
を
明
確
に
指
摘
で
き
よ
う
。

（下
村
信
博
）

注

辻
村
会
弘
「文
人
加
藤
全
朔
と
そ
の
周
辺
」『
あ
っ
た
」一

八
一

号
。
熱
田
の
述
歌
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
戚
諦

し
ま
す
。

「富
士
見
道
記
」
（
『群
書
類
従
』
所
載
）
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慶
長
十
九
年
（

一
六

一
四
）
の
大
坂
冬
の
陣
で
、
大
坂

城
に
能
城
す
る
豊
臣
勢
と
、
そ
れ
を
包
囲
す
る
徳
川
勢
の

陣
地
配
置
の
状
況
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
。
慶
長
十
九
年

の
有
名
な
方
広
寺
鐘
銘
事
件
を
契
機
と
し
た
徳
川
家
康
か

ら
の
挑
発
、
豊
臣
氏
側
の
牢
人
募
集
な
ど
に
よ
っ
て
、
両

者
の
関
係
は
険
悪
と
な
り
、
生
臣
秀
頼
の
守
役
で
あ
っ
た

親
徳
川
派
の
片
桐
且
元
の
大
坂
城
退
去
に
よ
り
開
戦
と
な

っ
た
。
豊
臣
氏
は
、
真
田
信
繁
（
幸
村
）

・
後
藤
基
次
ら

牢
人
を
入
城
さ
せ
、
約

一
O
万
の
兵
力
で
大
坂
城
に
能
城

し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
豊
臣
氏
の
期
待
に
反
し
て

福
島
正
則

・
黒
田
長
政
ら
豊
臣
恩
顧
の
大
名
す
ら
豊
臣
氏

に
味
方
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。

徳
川
家
康
は
、
諸
大
名
に
出
陣
を
命
じ
、
十
月
十
八
日

に
大
坂
城
の
南
に
あ
る
茶
臼
山
の
本
陣
に
入
っ
た
。
約
二

O
万
と
い
わ
れ
る
諸
勢
は
、
次
第
に
大
坂
城
に
接
近
し
、

十
二
月
に
は
同
城
を
完
全
に
包
囲
す
る
体
制
を
つ
く
り
上

大坂冬陣備立之図（図347)
江戸時代写 99. 0×122. 5cm 

（部分・徳川義直｜庫）

げ
た
。
本
絵
図
も
、
こ
う
し
た
大
坂
城
攻
囲
の
状
況
を
描

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
十
二
月
二
十
日
に
は

二
の
丸

・
三
の
丸
の
石
垣

・
堀
の
破
却
な
ど
を
条
件
に
、

和
平
が
成
立
し
、
冬
の
陣
は
終
了
す
る
。

本
絵
図
は
、
縦
横
十
二
枚
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
う
え
に
、

大
坂
城
を
は
じ
め
、
両
軍
の
陣
営
や
旗

・
馬
印
な
ど
が
彩

色
を
ほ
ど
こ
さ
れ
て
絵
画
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
武
将

名
を
記
す
だ
け
の
通
常
の
陣
立
図
に
比
べ
て
、
華
や
か
な

感
じ
を
与
え
る
。
大
坂
城
内
の
豊
臣
勢
に
つ
い
て
は
武
将

名
が
注
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
旗
・
馬
印
な
ど
で
武
将
名

が
判
明
す
る
場
合
も
あ
る
。
大
坂
城
の
南
東
角
に
島
状
に

突
き
出
て
い
る
曲
輪
は
、
真
田
信
繁
が
築
い
て
十
二
月
四

日
に
松
平
忠
直

・
井
伊
直
孝

・
前
回
利
常
勢
を
撃
退
し
た

「
真
田
丸
」
で
あ
る
。
同
所
に
立
つ
黒
旗
に
描
か
れ
て
い

る
「
雁
金
」
の
紋
は
、
真
国
家
の
紋
所
と
し
て
し
ら
れ
て

い
る
。
他
方
、
南
端
の
西
側
の
山
上
に
立
つ
金
扇
は
、
大

御
所
徳
川
家
康
の
馬
印
で
、
そ
の
本
陣
で
あ
る
茶
臼
山
を

示
し
、
東
側
の
山
は
、
将
軍
徳
川
秀
忠
の
本
陣
岡
山
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
そ
の
名
が
注
記
さ
れ
て
い
な
い
。
両
本
陣

の
す
ぐ
北
に
あ
る
、
「
尾
本
隊
」
「
紀
本
陣
」
は
、
家
康
九

男
で
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
と
、
同
十
男
徳
川
頼
宣

（当
時

は
駿
府
城
主
）
兄
弟
の
陣
営
で
あ
る
。
徳
川
氏

一
門
は
清

和
源
氏
出
身
と
い
う
こ
と
で
白
旗
が
捕
か
れ
て
い
る
。

当
時
十
五
才
の
徳
川
義
直
に
と

っ
て
、
冬
の
陣
は
初
陣

で
あ
り
、
率
い
ら
れ
た
約

一
万
五

O
O
Oの
尾
張
藩
勢
に

と
っ
て
も
、
そ
の
陣
立
で
の
地
位
が
、
の
ち
に
務
士
と
し

て
の
序
列
を
左
右
す
る
ほ
ど
、
尾
張
藩
で
は
重
視
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
の
合
戦
図
の
う
ち
に
は
、

冬
の
陣
三
点
、
夏
の
陣
五
点
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
る
。
な
お
「
尾
御
陣
」
と
い
う
注
記
か
ら
す

る
と
、
尾
張
務
外
で
本
絵
図
が
成
立
し
た
可
能
性
も
あ

り
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ、つ
。

蓬左文庫は、蔵書点検のため、下記のように休館させていただきます。

期間平成12年 6月13日（火）～ 6月25日（日）

午前9時30分～午後51待

毎月曜日、第3金H認日

祝日（日昭、月l憾のいずれかに重なる場合は、日昭

ll目館、月、火休館）

特別整理期間（ 2週間）

年末 －年始 (12月28日～1月4日）

館内のみ。館外貸し出しはいたしません。

閲覧時間 閉梨図担；：午前9時30分～ 12時

午後1時～ 5時

開架図書午前9時30分～午後5時

保存上支障のないものについて、マイクロフィルム

複写などの方法により行います。

電話 －郵便による申込みも可。

取扱い時間 午前91時30分～12時午後l時～51時

所蔵資料のうち30件程度を随時展示。テーマ、期

間、回数は、年度により異なります。

開館時間

休館日

覧

複写サービス

展 方言

閲

名古屋市蓬左文庫

干461-0023 名古屋市東区徳川町1001番地

TEL (052) 935-2173 

。交通

名古屋駅、栄より

市パス（基幹パス 2番） －名鉄パス（「本地ヶ原方面J行）
「新出来J下車、徒歩5分
大曽根より

J R中央線「大曽恨J下車、南口より徒歩10分

女平成12年 3月31日発行 交編集 ・発行 ：名古屋市蓬左文庫（名古屋市東区徳川町1001番地）

食無料 交不定期刊行 交印刷 ：菱源印刷工業（株） 器この冊子Ii再生紙（古閑伴100%.白色皮切刻印IHしています。
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